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新
生
会
で
は
、
２
月
中
旬
、
畜
産
振
興
で
ま

ち
づ
く
り
活
性
化
を
推
進
し
て
い
る
九
州
の
２
市

を
行
政
視
察
し
ま
し
た
。

◎
宮
崎
県
小
林
市

　

小
林
市
は
、「
畜
産
な
く
し
て
小
林
市
は
成

り
立
た
な
い
」
と
の
強
い
基
本
理
念
を
掲
げ
て
市

営
牧
場
を
経
営
。
畜
産
に
精
通
す
る
人
材
を
配

置
し
て
、全
国
の
動
向
を
把
握
し
、粗
飼
料
確
保
、

和
牛
育
成
事
業
、
食
肉
セ
ン
タ
ー
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
な
ど
の
事
業
を
成
功
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

◎
鹿
児
島
県
曽そ

於お

市

　

曽
於
市
で
は
、
畜
産
振
興
協
議
会
を
市
と
Ｊ

Ａ
の
負
担
で
運
営
、
参
加
組
織
に
運
営
費
７
０

０
万
円
を
助
成
し
強
化
。
東
洋
一の
家
畜
市
場

を
誇
っ
て
い
ま
す
。
市
単
独
で
「
肉
用
牛
等
資

源
確
保
拡
大
プ
ロ
ジェク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
振

興
事
業
政
策
を
活
発
に
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

○
所
感

　

今
回
視
察
を
行
っ
た
２
市
は
、
い
ず
れ
も
本
市

と
総
面
積
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
土
地
の
活
用

と
人
材
育
成
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

八
起
会
で
は
、
２
月
上
旬
、
近
畿
地
方
や
関

東
地
方
の
３
市
な
ど
を
行
政
視
察
し
ま
し
た
。

◎
三
重
県
桑く

わ

名な

市

　

桑
名
市
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
民
間
資
金
を
活
用

し
公
共
施
設
な
ど
を
整
備
す
る
方
法
）
に
よ
る

図
書
館
の
運
営
に
つい
て

研
修
し
ま
し
た
。
県
下

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
施
設
と

蔵
書
を
誇
り
、
開
館
５

年
目
の
現
在
も
、
利
用

者
が
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
指
定
管
理
者

制
度
と
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
研
究
課
題
と
の

こ
と
で
し
た
。

◎
奈
良
県
橿か

し

原は
ら

市

　

橿
原
市
で
は
、
議
会

運
営
と
議
会
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

議
会
内
の
全
役
職
を
、
１
年
任
期
で
交
代
し
て

お
り
、
議
員
の
資
質
向
上
に
つ
な
が
って
い
る
も
の

と
感
じ
ま
し
た
。
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
シ

ス
テ
ム
に
つい
て
は
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、

低
コ
ス
ト
で
運
営
し
て
い
ま
し
た
。
休
日
議
会
や

夜
間
議
会
な
ど
と
併
せ
て
、
今
後
検
討
す
る
価

値
の
あ
る
内
容
で
し
た
。

◎
東
京
都
稲い

な

城ぎ

市

　

稲
城
市
で
は
、
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
や

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に
つい
て
研
修
し
ま

し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
が
始
ま
っ
て
か
ら
、

議
員
の
一
般
質
問
が
増

え
、
議
会
の
活
性
化
に

も
つ
な
がって
い
ま
し
た
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
に
つい
て
は
、
高

齢
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
す
る
と
ポ
イ
ン
ト

を
付
加
す
る
仕
組
み
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
介
護
予

防
を
一石
二
鳥
で
行
っ
て

い
ま
し
た
。

◎
い
わ
て
銀
河
プ
ラ
ザ

　

銀
河
プ
ラ
ザ
で
は
、

県
産
品
の
販
売
状
況
を

確
認
し
ま
し
た
。
順
調
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し

て
お
り
、
観
光
相
談
業
務
も
利
用
者
が
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
の
詳
細
は
、
会
派
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
八

起
会
」
で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

組
織
力
が
地
場
産
業
を
支
え
る

民
間
活
力
で
公
共
施
設
を
整
備

小林市役所で、畜産のまちづくりを勉強しました

曽
於
市
の
畜
舎
を
見
学
し
ま
し
た

PFI による方法で整備された桑名市立中央図書館

新 
生 

会
松
浦
博
幸
（
代
表
）、
三
浦
榮
吉
（
副
代
表
）、

関
義
征
、
工
藤
忠
義
、
関
善
次
郎
、
田
中
榮
司
夫
、

田
村
孝
、
遠
藤
公
雄
、
渡
邊
正
、
工
藤
直
道
、
工
藤
剛

髙
橋
守
（
代
表
）、
勝
又
紘
一
、 

三
浦
正
信
、

小
笠
原
壽
男
、
小
野
寺
昭
一

八 

起 

会

※
今
ま
で
八
起
会
に
所
属
し
て
い
た
工
藤
直
道
議
員
は
、
4
月
1
日
か
ら
新
生
会
所
属
と
な
り
ま
し
た
。
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４
月
９
日
か
ら
10
日
ま
で
、
県
市

議
会
議
長
会
（
会
長
・
工
藤
由
春
盛

岡
市
議
会
議
長
）
の
定
期
総
会
が
本

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
期
総
会
が
本
市
で
開
催
さ

れ
る
の
は
初
め
て
で
、
県
内
13
市
の
正

副
議
長
や
事
務
局
長
な
ど
42
人
が
出

席
。
来
賓
と
し
て
田
村
正
彦
市
長
が

歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
ほ
か
、
本
市

議
会
の
瀬
川
健
則
議
長
が
総
会
の
議

長
を
務
め
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
事
務
局
が
提
案
し
た

全
議
案
が
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
た
ほ
か
、
各
市
提

出
議
案
と
し
て
、
県
立
病

院
の
医
師
確
保
や
三
陸
縦

貫
自
動
車
道
の
整
備
促
進

な
ど
が
３
市
議
会
か
ら
提

出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
、
国

や
県
に
対
し
、
今
後
強
力

に
要
請
を
行
う
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
日
に
は
、
旧
松
尾
鉱

山
新
中
和
処
理
施
設
の
視

察
を
実
施
。
Ｐ
Ｈ
２
程
度

の
強
酸
性
坑
廃
水
を
鉄
酸

化
バ
ク
テ
リ
ア
の
作
用
で
中

和
処
理
す
る
状
況
を
、
各

市
議
会
の
皆
さ
ん
に
視
察

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
市
で
定
期
総
会
開
催

◎１月
▶21日～22日　県市議会議長会臨時総会
▶23日　岩手郡議会議長会との意見交換会

◎２月
▶２日　議員全員協議会、議会運営委員会
▶４日　全国高速自動車道市議会協議会定期総会
▶５日　全国市議会議長会基地協議会東北部会臨時
総会、全国市議会議長会基地協議会第72回総会

▶10日　全国過疎地域自立促進連盟理事会
▶12日　盛岡北部行政事務組合議会全員協議会
▶13日　全国市議会議長会第134回建設運輸委員会
▶16日　会派代表者会議
▶19日　議会運営委員会、政務調査会総務部会
▶20日　盛岡北部行政事務組合議会
▶23日　盛岡広域行政事務組合議会
▶24日～３月18日　市議会第１回定例会

◎３月
▶４日　議会広報特別委員会
▶６日　会派代表者会議
▶10日～16日　予算特別委員会
▶16日　議員全員協議会、
▶27日　議会広報特別委員会

◎４月
▶14日　議会広報特別委員会
▶９日～10日　県市議会議長会理事会・定期総会
▶16日～17日　第61回東北市議会議長会定期総会

◎議会事務局異動（４月１日付）
▶議事係長　伊藤 純子（前農業委員会事務局農業振興係長）

▶市民部児童福祉課副主幹兼児童福祉係長　齋藤 恵美子（前議
会事務局副主幹兼議事係長）

　６月定例会は、６月中旬から約１週間開催します。
　傍聴希望者は、市役所本庁へ当日おいでください。
希望者には、詳しい日程が決まり次第（定例会初日のお
よそ３日前）、ファクスでお知らせします。
　詳しくは議会事務局（☎ 76-2111、内線 1323）まで。

議会の動き（1月〜4月）

期
日
…
平
成
21
年
4
月
9
日
〜
10
日

場
所
…
八
幡
平
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

定
期
総
会
で
は
、瀬
川
議
長
が
総
会
の
議
長
と
な
り

議
事
運
営
の
進
行
役
を
務
め
ま
し
た

県
市
議
会
議
長
会

6月定例会日程（予定）

事
務
局
日
記

　

春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
で

す
ね
。
先
日
も
、
新
町
幼
稚
園
が

長
い
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
、
ま
た
、

平
舘
保
育
所
も
私
立
平
舘
保
育
園

と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。
両
施
設
と
も
、
今
ま
で

多
く
の
園
児
が
巣
立
つ
の
を
見
守
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
後
も

多
く
の
園
児
た
ち
を
見
守
って
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
ち
な
み
に
、
わ

た
し
が
昔
お
世
話
に
な
っ
た
旧
平

舘
保
育
所
の
跡
地
は
、
今
は
大
泉

院
の
駐
車
場
に
姿
を
変
え
、
別
な

意
味
で
人
々
の
旅
立
ち
を
見
守
って

い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
（
勇
孝
）


